


























































































１ 永享五年（1433）～応仁二年（1468) 第一冊 第一冊
２ 文安五年（1448）～文正元年（1466） 第二冊 第二冊
３ 長享二年（1488）～永正九年（1512） 第三冊 天変地妖記
４ 応永二十一年（1414）～天正十二年（1584）第四冊 第六冊
５ 天文十一年（1542）～永禄五年（1562） 第五冊 第三冊
６ 永禄四年（1561）～天正十九年（1591） 第六冊 第四冊
７ 天正十三年（1585）～慶長十三年（1608）第七冊 第五冊





















































































綴じ目 表紙色 表紙縦 表紙横 丁数
第一冊 四つ目綴 縹色 28.0㎝ 22.4㎝ 50
第二冊 四つ目綴 縹色 27.0㎝ 23.4㎝ 21
第三冊 四つ目綴 薄緑色 28.0㎝ 23.8㎝ 33
第四冊 四つ目綴 縹色 26.0㎝ 20.5㎝ 39
第五冊 四つ目綴 縹色 25.2㎝ 18.2㎝ 25
第六冊 四つ目綴 縹色 25.4㎝ 20.9㎝ 10

























































































































歴史』第 巻中世４、岩波書店、 年）、山田康弘『中世武士選書 足利義稙』（戎光
祥出版、 年）を参照した。
和暦 西暦 月 日 対象事象 署名者１ 署名者２
長享２ 地震 在重 在通
長享２ 流星 在重 在通
長享３ 昴星入月 在重 在通
長享３ 太白与歳星相犯 在重 在通
長享３ 昴星入月 在通
長享３ 太白与歳星相犯 在通
長享３ 填星犯入軒轅守女主星 在重 在通
長享３ 填星犯入軒轅守女主星 あき通
長享３ 大地震 在重 在通
長享３ 大地震 あき通
延徳２ 連日日月薄蝕 在重 在通
？ ？ ？ 彗星
延徳２ 閏８ 熒惑犯輿鬼星 在重 在通
延徳２ （彗星） 在重 在通
延徳３ 地震 在重 在通
延徳３ 熒惑守軒轅左民客 在重 在通
延徳３ 太白与歳星相犯 有宣
延徳３ 太白与歳星相犯 在重 在通
延徳３ 熒惑守角宿 在重 在通
延徳３ 地震 在重 在通
延徳４ 鳴動 在重 在通
延徳４ ？ 地震 在重 在通
延徳４ 月犯平道星 在重 在通
延徳４ 太白与辰星相犯 在重 在通
明応１ 熒惑入軒轅宮中犯女主星 在重 在通
明応２ ？ 熒惑犯大微左執法上相星 在重 在通















文亀１ 雷鳴雨雹降 在通 在基
文亀２ 月守心呑食太子星 在通
文亀３ 歳星熒惑太白三星合 在通
永正８ 月薄蝕 在重 在通
永正１ 閏３ 連日日月薄蝕 在通





永正２ 歳星与月合 在誠 在通
永正２ 月与太白合





































　　   天文要録曰、五星犯大微当者、君臣有慎。
　　   又云、熒惑守大微、諸侯三公謀其上、必有斬臣。
　　   又云、火星犯大微者、大臣有憂、執法者慎之。
　　   甘氏云、熒惑犯大微者、臣試
［弑カ］
其君也。
　　   乙巳占曰、五星犯大微者、其国有変、臣天下驚。
　     　明応二年三月　日　図書頭在重
　　　　　　　　　　　　　　　　正三位在通
　　【27】 今月十一日戌時、歳星犯輿鬼〈相去六寸所〉
　　   天文要録云、歳星犯輿鬼、逆乱臣在城内。
　　   又云、木星犯鬼、百姓労兵革。
　　   又云、歳星犯輿鬼、天下諸侯有両心、臣謀君天下不利。
　　   又云、五星宿留輿鬼、大臣有疾病慎。
　　　　　　　明応二年三月　日　図書頭在重
　　　　　　　　　　　　　　　　正三位在通
　26は「御陣」（足利義材）、27は「河州御陣所」（足利義材）のもとへ届
けられた。義材が正覚寺に入ったのが二月で、政変が起こるのが四月。ま
さにこの二通は、その間に賀茂家から将軍の元へ届けられた勘文であった
のである。確かに、内容的には「諸侯三公謀二其上一」「其国有レ変、臣天
下驚」「逆乱臣在二城内一」「天下諸侯有二両心一、臣謀レ君天下不レ利」など
と、政変を暗示するかのような文言が見られる。しかし、このような文言
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は勘文にはしばしば見られるものである。たとえば、9（10）の大地震で
は「国有二陰謀一」という文言が見られる。しかもこの時代は、戦国期で
あり、大名たちの離合集散が繰り返されていた時期である。こうした文言
は、何らかの形で符合する可能性は高いはずである。そのため、26・27は、
偶然合致したと考えることもできよう。
　しかし、重要なのは、賀茂家が「度々天変符合希代文句一々不相違者也」
と認識していたことである。彼らにとって勘文の内容が実際の政治的動き
と合致したとみることは、それは自家の能力の高さ、存在意義をアピール
する絶好の機会でもある。「天変地妖記」は、そうした自家の実績を誇る
ために、当該期の勘文を集積し、宛所も同時に記録し、一書と成したもの
であると考えられるのである。そのときに「天変地妖記」という題名が付
されたと考えてもよいであろう。
　さて、長享二年から永正二年に含まれない54の勘文について付言してお
く。54のみが上記年限に大きく外れ、永正九年（1512）のものである18。
この勘文はどのように考えればよいのだろうか。54は53の空いたスペース
から書き始め、そのあとの半葉で書き終わっている。また、文字も53まで
と54とでは異筆であり、明らかに後に書き足されたものと見てよい。そし
て、内容も直前の52とほぼ同じである。このことから、永正九年に発生し
た天変（歳星与月合）に対して、以前の勘文を検索していたところ、本「天
変地妖記」に載る52の勘文を見つけ、それをそのまま引き写す形で勘文を
作成した。その際に、空いたスペースに54を書き足したのではないだろう
か。
　そして、54の署名者の一人が賀茂在富であることも示唆的である。在富
は結果的に賀茂家断絶前最後の当主となった。在富が「天変地妖記」を検
索し、勘文を作成した際、第一冊・第二冊にあたる部分の勘文も検索した
はずである。両冊には「歳星与月合」は無く、結果「天変地妖記」を利用
　 　
18 45の永正八年は、永正元年の間違いであると考えられるため除外する。
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したことになったのであろう。その際、第一冊・第二冊をまとめたとは考
えられないだろうか。第二冊には「天変地妖勘文之留」という内題が残る。
この「天変地妖」という用語は、「天変地妖記」から類推されて記された
可能性はないだろうか。もちろん、この想定はあくまでも可能性に過ぎず、
両冊が在富以前にまとめられていたとしても不思議ではない。いずれにせ
よ、第一冊から第三冊は、在富の頃までには、何らかの形でまとめられて
おり、断絶後、土御門家にそれらがまとめて渡ったと、ひとまず考えてお
きたい。
　続いて、第四冊から第七冊であるが、これらは安倍氏（土御門家）の手
によってまとめられたことは間違いなかろう。第五冊から第七冊は、基本
的にほぼ年代順にまとめられている。そのうち、第五冊の内題に「天変地
妖勘文之草留□なり」、第六冊の内題に「密奏旧勘草」とあること、また、
両冊の内題が異なることから、ある程度勘文が溜まった時点で、それぞれ
まとめたものと思われる。
　そして、第七冊の署名者が、判明する限り安倍久修（1560-1625）のみ
であることに注意したい。久修は父有修から土御門家当主を引き継いだ戦
国末期から江戸初期にかけての陰陽道家である。『家秘要録』全七冊中最
も新しい勘文（慶長十三年［1608］）が収載されているのが、この第七冊
であり、その署名者も久修である。そのため、第七冊が最後にまとめられ
たと思われるのだが、その際、第四冊も同時に編纂されたのではないだろ
うか。というのも、第七冊を除くと第四冊だけが、久修署名の勘文を収載
する一方、『家秘要録』収載中最古の勘文（応和三年（963）の賀茂保憲署
名勘文）を含むなど雑多であり、これまでの冊に収載されていなかったも
のを古いものから編纂当時のものまで広く集めた感があるためである。さ
らに、その考えを補強するのが、第四冊の紙背文書である。堀越祐一の指
摘によると、紙背にはおよそ三十五点の文書が認められ、そのうち判読可
能かつ人名が確かな文書では、大半が久修宛の書状であり、久修から出さ
れた書状もある。そのため、久修関連の書状を反故とする第四冊は、早く
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ても久修以降にまとめられたのであり、一方で勘文には久修以降の時代の
署名者が見られないことから、久修の存命時、もしくは久修死去からほど
なくしてまとめられたと考えられるのではないだろうか。
　以上のことから、共に草案であることを示す内題を持たない第四冊・第
七冊が同時期にまとめられ、その上で、第一冊・第二冊、第四冊から第七
冊に表紙（前節で述べたようにこれらの表紙はみな同色である）を付け、「家
秘要録　天変地妖之勘草」という外題を付して一書と成した、その際、土
御門家に伝存していた『家道要録』『家秘要抄』に、同様に表紙を付け（『家
秘要録』と同色・同紙であり、外題に使われている題簽紙も同じものと思
われる）、書名を付してそれぞれ一書と成した、と考えられるのではない
だろうか。確実な証拠があるわけではないが、本稿ではこのように考えて
おきたい。
　そして、以上の推定を是とするならば、『家秘要録』は全六冊であり、『天
変地妖記』とは別に作成されたものであり、両書を別物として管理してい
る史料編纂所の分類方法が、元来のものであったとするのが妥当であろう。
史料編纂所本が第四冊を第六冊に配しているのと併せ、一つの見識であろ
う。
おわりに
　以上、『家秘要録』『天変地妖記』について述べてきた。これまで両書の
原本の所在が不明であったことについて、原本が國學院大學図書館に蔵さ
れていることを紹介できたことは有益であろう。また、國學院本と史料編
纂所本・書陵部本との異同、及び成立・編纂の問題についても言及した。
両書は上記で検討したこと以外に関しても多くの有益な情報が含まれてい
る。たとえば、両書に収載されている勘文は、大半は勘文の写し（提出し
た勘文を賀茂家・安倍家で保存したもの）であると思われるのだが、中に
は勘文作成の際に草案を練っていたのではないかと思われる勘文（写しで
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はないもの）が残されている19。こうした問題について、一部は拙稿でも
触れているが20、まだまだ読み取れる情報は多くあるはずである。それは
今後に期し、本稿を終えたい。
【附記１】本稿執筆に際して、國學院大學図書館、宮内庁書陵部、東京大
学史料編纂所において貴重な資料を閲覧させていただいた。記して謝
意を表したい。また、調査に同行し貴重な意見をくださった田中良明
（大東文化大学）・洲脇武志（愛知県立大学）両氏にも併せて謝意を表
したい。
【附記２】本稿は、科学研究費助成事業基盤研究（Ｂ）（一般）「前近代東
アジアにおける術数文化の形成と伝播・展開に関する学際的研究」（課
題番号：16H03466）及び、科学研究費助成事業基盤研究（C）（一般）
「東アジアにおける天文占知識の形成と伝播」（課題番号：19K00063）
による研究成果の一部である。
　 　
19 第五冊所収の天文十八年二月七日付けの地震勘文では、「瑞祥志」「内経」の文
言が微妙に異なる二種の勘文がある。
20 前掲注８拙稿。
